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（日本の諸地域「北陸地方」 ―北陸新幹線開業は、富山県にとってどうなのだろうか― の場合 ）
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社会的判断
Ａ案：よいことである。 Ｂ案：よくないことである。
なぜなら、富山県の経済が活
性化し、富山県民の首都圏へ
や県内の移動が便利になるこ
とは、よいことであるから。
なぜなら、都市機能が他に流
出して経済が衰退し、富山県
民の県内移動が不便になるこ
とは、よいことではないから。
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